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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンベヤライン及び／又は包装機械における刊行物（１１）を互いに前後に離間して走
行させるためのプッシュコンベヤ（１４）と組み合わせることができる、刊行物のための
回転装置において、前記プッシュコンベヤから少なくとも１つの刊行物（１１）を拾い上
げる第１のコンベヤユニット（１７）と、少なくとも１つの前記刊行物（１１）を把持し
て回転させる把持回転ユニット（１８）と、上下逆となるように回転された少なくとも１
つの前記刊行物（１１）を前記プッシュコンベヤ上に受け渡す第２のコンベヤユニット（
１９）とを連続的に支持する支持部材（１６）を包含し、前記第１及び第２のコンベヤユ
ニット（１７，１９）が前記プッシュコンベヤ（１４）と同期して走行するように動作さ
れ、前記第１のコンベヤユニット（１７）が、前記プッシュコンベヤから少なくとも１つ
の前記刊行物（１１）を拾い上げる下降作業位置と、前記拾い上げた刊行物を前記把持回
転ユニットに対してまっすぐに向ける起上位置との間で移動可能であり、前記第２のコン
ベヤユニット（１９）が、前記把持回転ユニットに対して一直線をなして前記刊行物を受
け取る起上位置と、前記受け取った刊行物を前記プッシュコンベヤ上に受け渡す下降作業
位置との間で移動可能であることを特徴とする回転装置。
【請求項２】
　請求項１記載の回転装置において、前記第１及び第２のコンベヤユニット（１７，１９
）の各々は、環状に巻装された上側及び下側ベルト（２０，２１）の２つの対を包含し、
前記２つの対の上側及び下側ベルト（２０，２１）は、コンベヤユニット（１７，１９）
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が前記下降作業位置にあるときに前記プッシュコンベヤのプッシャ（１４）の通過を許容
するように、互いに対向して離間していることを特徴とする回転装置。
【請求項３】
　請求項２記載の回転装置において、少なくとも１つの前記刊行物（１１）を拾い上げる
前記第１のコンベヤユニット（１７）が、ガイド面（１２）上に置かれ且つ下側ベルト（
２１）の入口と一直線を成す薄片偏向ガイド（３２）を有していることを特徴とする回転
装置。
【請求項４】
　請求項２記載の回転装置において、前記２つの対の上側及び下側ベルト（２０，２１）
が、モータ（２２）及びチェーン変速機（２３，２４）によって駆動されることを特徴と
する回転装置。
【請求項５】
　請求項１記載の回転装置において、少なくとも１つの前記刊行物（１１）を把持して回
転させる把持回転ユニット（１８）が、前記コンベヤユニット（１７，１９）と整合する
ように１８０度回転できる支持部材（２６）を包含していることを特徴とする回転装置。
【請求項６】
　請求項１又は５記載の回転装置において、回転可能な前記把持回転ユニット（１８）が
、環状に巻装された上側及び下側ベルト（２８，２９）の２つの対を支持し、前記２つの
対の上側及び下側ベルト（２８，２９）は、互いに対向して離間し、ユニット（１８）が
前記コンベヤユニット（１７，１９）と整合するようにセットされて回転されることを特
徴とする回転装置。
【請求項７】
　請求項６記載の回転装置において、前記把持回転ユニット（１８）の前記２つの対の上
側及び下側ベルト（２８，２９）が、ユニットの回転中、静止した状態に維持されること
を特徴とする回転装置。
【請求項８】
　請求項１ないし７のいずれか１項に記載の装置を使用して刊行物を回転する方法におい
て、上下逆となるように回転される少なくとも１つの刊行物（１１）を第１のコンベヤユ
ニット（１７）によってコンベヤ面（１２，１４）から拾い上げ、前記刊行物（１１）を
把持回転ユニット（１８）に挿入してこの刊行物を前記ユニット（１８）内で静止させ、
その後、前記刊行物を１８０度回転させ、前記把持回転ユニット（１８）から少なくとも
１つの前記刊行物（１１）を送り出して、上下逆となるように回転された少なくとも１つ
の前記刊行物（１１）を第２のコンベヤユニット（１９）内に供給し、前記第２のコンベ
ヤユニットから前記刊行物が前記コンベヤ面（１２，１４）上に解放される工程から成る
ことを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、グラフィック又は刊行物を互いに前後に離間して走行させるためのプッシュ
コンベヤと組み合わせることができる、コンベヤライン及び／又は包装機械における刊行
物のための回転装置に関する。
【０００２】
　ダブルサイドシート、折丁、雑誌、パンフレット等のような平らなグラフィック又は刊
行物を、互いに前後に離間して走行搬送するコンベヤラインや包装機械においては、刊行
物の両側が上を向いて連続的に搬送されるように、これらの刊行物を１つずつ回転及び／
又は反転させることができなければならない。
【０００３】
　このような形態は、１つ又は複数の追加のシートあるいは一般に知られている類似の挿
入物（折り込み広告）を刊行物の両側に組み合わせなければならない場合において、特に
有用である。
【０００４】
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　実際に、完成した刊行物を購入する人々に対する対応挿入物の重要性や所望のタイプの
インパクトに応じて、挿入物が刊行物の特定の位置や側を占めることは重要である。
【０００５】
　現在、このような形態を達成するために、様々な解決策が用いられている。
【０００６】
　第１の解決策は、包装機械やコンベヤラインの端部に、これと一直線を成すように、刊
行物を回転させる別個の装置を付加して配置することである。したがって、回転された刊
行物は、その後、プラスチック材料や適当なペーパーカバーのフィルム内に刊行物を包む
包装機械ユニットに受け渡される前に、刊行物の異なる側に別個の挿入物をそれぞれ加入
する第２の包装機械もしくはコンベヤラインへと送られる。
【０００７】
　この別個の装置は、基本となる刊行物に加えて、速い作業速度で異なる側に所望数の挿
入物を加えるという要求を満たしていない。また、この別個の装置は、複数のライン及び
装置を含んでおり、かなりの資金が必要となる結果、余分なコストがかかる。
【０００８】
　提案されている別の解決策は、本出願人の欧州特許ＥＰ８１９，６３７に関するもので
ある。これを参照すれば、コンベヤラインや包装機械におけるこのような装置の必要性を
良く理解することができる。
【０００９】
　このような解決策は、把持して回転する１８０度回転ベルトガイドユニットを用いて達
成される。しかしながら、このユニットは、回転の前後でとられる２つの配置で、刊行物
の綴じ側面（側部の背面）の長手方向の位置を反対の位置に設定してしまう。
【００１０】
　解決策の他の例が特許ＥＰ６７６，３４４に開示されている。この特許において、回転
体は、入ってくる刊行物を、そのポケット内で受けるとともに、刊行物を回転させた後、
刊行物を送り出す。
【００１１】
　このような解決策では、回転体に入ってくるコンベヤライン及び回転体から出て行くコ
ンベヤラインの両方で、特別な形状のベルトが必要となる。また、コンベヤユニットのプ
ッシャにスベルブレードが当たってしまう可能性があるため、このような装置の構成及び
組立てが複雑になる可能性がある。
【００１２】
　また、このような解決策では、特に複数の刊行物が重ね合わされている場合、ポケット
内にある刊行物が回転中に安定しない。高速で回転させると、回転中に、刊行物がポケッ
トから出てしまう可能性がある。そのため、低速で回転させる必要がある。複数の刊行物
が重ね合わされている場合、ポケットから出る際にこれらが分離されてしまい、その供給
が、ベルトの出口で不正確となって乱れてしまう。
【００１３】
　本発明の目的は、前述した技術的な問題を解決する装置を提供することである。
【００１４】
　具体的には、本発明の目的は、グラフィック又は刊行物の綴じ側面（側部の背面）の長
手方向位置を異ならせることなく、同じコンベヤラインもしくは包装機械内で、刊行物の
異なる側にシートを最速で挿入供給することができる回転装置を提供することである。
【００１５】
　本発明の他の目的は、所定数の挿入物が刊行物の第１の側に予め供給されている場合で
あっても、このような供給を第２の側で正確に達成することである。
【００１６】
　他の目的は、回転装置のロード工程、回転工程、アンロード工程といった様々な工程中
に１つ及び／又は複数の刊行物が分離する可能性をなくすことである。
【００１７】
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　本発明に関するこれらの目的は、請求項１に記載されている回転装置によって達成され
る。
【００１８】
　本発明の他の特徴は、その他の従属請求項に記載されている。
【００１９】
　本発明に係る回転装置の特徴及び利点は、添付図面及び単なる一例として非制限的に示
された実施例を参照することによって明らかとなる。
【００２０】
　図１及び図２には、参照符号１１によって概略的に示された平らなグラフィック又は刊
行物、すなわち、ダブルサイドシート、折丁、雑誌、パンフレット等のためのコンベヤラ
インの概要が示されている。
【００２１】
　前述したように、これらのグラフィック又は刊行物１１には、その一方側もしくは両側
に、挿入物（折り込み広告）として一般に知られる追加のシート部分を組み合わせなけれ
ばならない。刊行物１１は、通常、コンベヤラインや包装機械と並んでセットされる図示
しない送り装置によって供給される。
【００２２】
　コンベヤラインは、軸線１３によって示される中央チャンネルを備えた支持及びガイド
面１２を有している。この中央チャンネル内では、例えば下側に設けられた制御ユニット
（図示せず）によって引っ張られる多数のプッシャ１４が走行する。
【００２３】
　各プッシャ１４は、参照符号１５によってその全体が示される本発明に係る回転装置に
向けて刊行物１１を前進させる。
【００２４】
　したがって、刊行物１１のための回転装置１５は、コンベヤラインによって設定された
走行方向及び工程を変更することなく、また、刊行物１１の綴じ側面（側部の背面）の長
手方向を変えることなく、前進される刊行物１１を回転すなわち反転させなければならな
い。
【００２５】
　この目的のため、回転装置１５は、回転装置を支持し且つ支持及びガイド面１２上で回
転装置を位置決めすることによって回転装置をコンベヤラインと組み合わせることができ
るベース１６を有している。
【００２６】
　ベース１６は、対応するプッシャ１４によって送られる刊行物１１の少なくとも１つを
コンベヤラインから拾い上げる第１のコンベヤユニット１７を支持している。また、参照
符号１８によってその全体が示される把持回転ユニットが設けられており、この把持回転
ユニットは、少なくとも１つの刊行物１１を第１のコンベヤユニット１７から受け取り、
この受け取った刊行物１１を回転させることができる。
【００２７】
　更に、第２のコンベヤユニット１９は、回転された刊行物１１を受け取るとともに、そ
の受け取った上下逆の刊行物１１を下側のコンベヤライン上に同期して受け渡す。これに
より、刊行物は、支持及びガイド面１２上で走行する対応するプッシャ１４によって搬送
される。
【００２８】
　まず第１に、２つのコンベヤユニット１７，１９は、プッシャ１４の動きに同期して動
作するように構成されていなければならない。
【００２９】
　供給される刊行物１１の少なくとも１つを拾い上げる第１のピックアップコンベヤユニ
ット１７は、環状に巻装された上側及び下側ベルト２０，２１の２つの対を有している。
２つの対の上側及び下側ベルト２０，２１は、下降した作業位置においてプッシャ１４が
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通過できるように、互いに対向して離間されている。具体的には、このようなコンベヤユ
ニット１７は、図１に実線で示された下降作業位置と、刊行物１１の自由な走行を許容す
る破線で示された起上位置とで動作することができる。すなわち、ユニットを昇降させる
ための図示しないアクチュエータが設けられても良い。対のベルト２０，２１はモータ２
２及び変速機２３によって駆動される。変速機２３は、例えば、参照符号２５によって概
略的に示される共通のシャフトで支持された歯付きピニオン２４と係合するチェーンタイ
プのものである。互いに対向する２つの対のベルト２０，２１は、下降作業位置において
それらの内面で刊行物１１を把持し、コンベヤラインから刊行物を取り上げ、その後起上
位置において把持回転ユニット１８に対して刊行物をまっすぐに向ける。これは、また、
支持及びガイド面１２上に置かれて下側ベルト２１の入口と一直線を成す薄片偏向ガイド
３２によっても実現される。
【００３０】
　この把持回転ユニット１８はテーブル状の支持部２６を有している。この支持部２６は
、第１のコンベヤユニット１７と第２のコンベヤユニット１９の両方に接続された前述の
モータドライブ２７によって回転される。また、支持部２６は、互いに対向して離間する
２つの対の環状に巻装された上側及び下側ベルト２８，２９を支持している。上側ベルト
２８及び下側ベルト２９は、モータ３０とピニオン付きの対応する変速機３１とによって
駆動される。このようにして、コンベヤユニット１７から受け取る１つの刊行物１１をベ
ルト２０，２１の端部でまっすぐに向けるとともに、ユニット１８を１８０度回転させて
、刊行物を第２のコンベヤユニット１９に対してこれと一直線を成すように受け渡すこと
で、刊行物の通過が可能となる。ユニット１８の回転中においては、ベルト２８，２９間
で把持された刊行物１１は、正しい位置に確実に保持される。そのような構成は、回転中
にベルト間でブロックされる積層状態の複数の刊行物を扱う場合にも有利に働く。
【００３１】
　更に、第２のコンベヤユニット１９は、第１のコンベヤユニット１７と鏡像を成すよう
に同様に構成されており、回転された即ち反転された刊行物を把持回転ユニット１８から
受け取ることができる。また、第２のコンベヤユニット１９は、第１のコンベヤユニット
１７と同様に起上することができる。
【００３２】
　刊行物１１の長手方向の綴じ側面（側部の背面）位置を変えることなく、刊行物１１を
その両側面に対して回転させることができる本発明に係る回転装置の動作は十分に明らか
である。
【００３３】
　刊行物１１は、ベルト２０，２１を使用して第１のコンベヤユニット１７により拾い上
げられ、把持回転ユニット１８に対して位置合わせされる。その後、刊行物１１は把持回
転ユニット１８のベルト２８，２９内に搬送される。把持回転ユニット１８は、刊行物１
１を受け取ると、静止したベルト間で刊行物をブロックする。その後、ユニット１８は、
１８０度回転して、刊行物１１を反転させる。この位置で、回転された刊行物１１は、解
放されるとともに、ベルト２８，２９の作動によって送り出され、第２のコンベヤユニッ
ト１９のベルト２０，２１内に供給される。その後、このコンベヤユニット１９はコンベ
ヤラインの支持及びガイド面１２上に刊行物を搬送し、対応するプッシャ１４が刊行物を
拾い上げて送り出す。このシステムは、前述した従来の回転装置に関連付けられた問題を
回避する。
【００３４】
　また、本発明に係る回転装置は、コンベヤライン又は包装機械に沿った所望の位置に位
置決めすることが可能である。回転装置は、コンベヤラインと独立してこれと平行に移動
することが可能である。また、回転装置は、それが作業しているコンベヤラインから取り
外して、他のライン上に配置することが可能である。
【００３５】
　ライン上に回転装置を位置決めする際には、ラインプッシュコンベヤを変更する必要が
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ない。なぜなら、本来のラインが維持されるからである。
【００３６】
　したがって、回転装置を既存の機械と組み合わせることができる。
【００３７】
　無論、モータ２７及び２つのモータ２２の代わりに、これらの動作と相関する１つの制
御変速機すなわちチェーンを使用することができる。
【００３８】
　また、前述したように、コンベヤユニット１７，１９のベルト２０，２１を支持及びガ
イド面１２すなわちコンベヤラインから起上させるだけで、前記回転装置を解放すること
ができる。
【００３９】
　送り装置に組み合わされるこのような回転装置があれば、必要に応じて、刊行物上もし
くは刊行物の内側に挿入物を容易且つ正確に位置決めることができる。第１の頁を開く装
置があれば、刊行物を回転させる前後で内側への挿入が可能となる。この装置は、場合に
よっては、それが所望の位置へと移動されると、挿入物を供給する構成すなわち送り装置
となることができる。
【００４０】
　更に、回転中に、１つ又は複数の刊行物がホチキスで留められて一対のベルト２８，２
９によって保持された瞬間から、全体のライン又は包装機械は、速い作業速度で動作され
る。
【００４１】
　その後、対のベルト２０，２１による正確な搬送に加えて、対のベルト２８，２９が再
駆動することにより、正確で速い送りが再び行なわれる。この場合、ベルトは、速く積極
的に走行するとともに、複数の刊行物が重ね合わされていても、これらがばらけることは
ない。
【００４２】
　実際には、ベルト２０，２１，２８，２９は、同じ速度で走行するとともに、１つの刊
行物や複数の重ね合わされた刊行物を正確な位置で保持する。
【００４３】
　また、機械やコンベヤラインの集中制御によって供給される動力によって、刊行物の走
行と、コンベヤユニットのベルトと、把持回転ユニットのベルトと、その支持部の動作と
の間のタイミングを正確で一定のものとすることができる。
【００４４】
　本発明の回転装置によれば、下側にあるベルト上に置かれている搬送中や、自由に動作
する回転体のポケット内で回転している時、また、ポケットと出口ベルトとの間の摩擦に
よって生じる送り出し中において刊行物が不安定になるといった従来の回転装置の問題を
解決することができる。
【００４５】
　このような問題の全ては、本発明における搬送中及びこれに直接関与する回転中に生じ
ない。
【図面の簡単な説明】
【図１】　プッシュコンベヤと横方向に組み合わされた本発明に係る回転装置を概略的に
示した側面図である。
【図２】　図１を上側から見た平面図である。
【符号の説明】
　１１　　グラフィック又は刊行物
　１２　　支持及びガイド面
　１３　　軸線
　１４　　プッシャ
　１５　　回転装置
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　１６　　ベース
　１７　　第１のコンベヤユニット
　１８　　把持回転ユニット
　１９　　第２のコンベヤユニット
　２０　　上側ベルト
　２１　　下側ベルト
　２２　　モータ
　２３　　変速機
　２４　　歯付きピニオン
　２５　　シャフト
　２６　　支持部
　２７　　モータドライブ
　２８　　上側ベルト
　２９　　下側ベルト
　３０　　モータ
　３１　　変速機
　３２　　薄片偏向ガイド

【図１】 【図２】
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